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■基金事業について
背景 課題 提案 効果

①病診連携のシステムは
膨大なデータ量であり、非
常に高額になる。

そのため、独自に進めるの
ではなく、大きな形で進め
ていく必要がある。

府下統一したシステムで
進めていくことが望ましい。

病診、医介連携の推進が
図られる。

② 薬剤師会が利用でき
る基金事業が少ない。現
在、薬剤師会の事業とし
て、在宅医療の手前の段
階になるが、「気づき医
療」の取組を進めている。

認知症の患者が薬を飲め
ていないケースが多い。服
薬指導をする中で、なぜ
飲めていないのか、そういっ
たことを把握して、医者に
情報提供している

基金事業に位置づけでき
ないか。 かかりつけ薬局機能の強化
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